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第2回日越港湾セミナー 概要

5年前の第1回と同日（12月20日）、同会場（ハノイDaewooホテル）、

同一共催（VINAMARINE：ベトナム交通運輸省海事総局）

ベトナム側参加者43名、日本側参加者45名

書籍贈呈式後のセミナー参加者集合写真



第2回日越港湾セミナー 開催までの経緯

• 1月 VINAMRINEと12月中旬の開催を合意

• 4月 セミナーを午前午後の2部構成とし、テーマを決定

• 6月 総会後に12月20日の開催を決定、本格準備開始

• 7月 セミナー会場と宿泊場所を確保（日建工学㈱の全面的ご支援）

• 8-9月 日越双方のセミナー講師に依頼、内諾

• 9月 建設中のラックフェン港見学を会員企業に依頼（全面的ご支援）

• 9月 JOPCA会員企業へのベトナムセミナー開催案内

• 10月 ダナン港見学オプションを決定（JPCの全面的ご支援）



表敬訪問（セミナー前日 １２月１９日ＡＭ）

在ベトナム日本大使館訪問

梅田大使（中央右）、林書記官（同左）と

JICAベトナムオフィス訪問



表敬訪問（セミナー前日 １２月１９日ＰＭ）

VAPO（ベトナム港湾/水路/海洋エンジニアリング協会）訪問

１５年前のJOPCA 支援事業 港湾技術基準セミナーにて

VINAMARINE訪問

Thu 副総裁とHa 国際協力部長



第2回日越港湾セミナー １２月２０日 ①開会式（９：００～）

進行役：Ｍｓ. Trang（VM)
開会の辞：ＪＯＰＣＡ 池田会長 歓迎挨拶：VINAMARINE 

Sang 総裁

来賓挨拶：日本大使館林書記官 来賓挨拶：ＪＩＣＡベトナム事務所高橋次長



第2回日越港湾セミナー（１２月２０日）

②JICA港湾研修生同窓会 会長再指名式
③書籍贈呈式

趣旨説明：JOPCA 大津企画委員

日本側池田会長、ベトナム側 Hue会長

｢日本の港湾工事施工ハンドブック（英語版）」
SCOPE 中尾理事長よりHue 会長へ



第２回日越港湾セミナー（１２月２０日）

④セミナー第一部 「港湾の計画と管理運営」（１０：００～）

｢日本の港湾の計画、開発と管理運営｣
西島JOPCA 企画委員長

「ベトナムの港湾の管理運営」
Hue VAPO会長

「ベトナムの港湾開発とJICA」
矢代JICA専門家（MPI投資促進） 満席のセミナー会場



第２回日越港湾セミナー（１２月２０日）
⑤セミナー第二部 「港湾施設の設計、施工」（１３：００～）

「ベトナム国家港湾基準策定プロジェクトの全体像」
宮田国総研港湾施設研究室長

「ベトナムの防波堤設計基準」
Thanh 交通大学専任講師

｢ベトナムの新港湾施設基準（施工・検収編）」
稲葉 SCOPE上席研究員

｢日本の港湾空港分野における地盤改良技術の最新動向」
北詰東京工業大学教授



第２回日越港湾セミナー（１２月２０日）

④⑤セミナー質疑、⑥修了書贈呈､⑦閉会式

日越大学Binh 講師から質問（第１部） 藤田企画委員から質問（第２部）

５年前と同じ二人が
アオザイ姿で受付支援

池田会長とHa 国際部長
から修了証授与 閉会挨拶：佐藤企画委員



ラックフェン港見学会（12月21日）：日越初のPPP事業、ラックフェン国際港開発の概要

ハイフォン港沖合に建設中のラックフェン港まで、新設高速道路経由で145km、2時間

本年5月13日にコンテナター
ミナル（HICT)の開業式典

高速道路に直結（インター工事中）する連絡道路・橋梁とラックフェン港1期事業

事業費
（円借款分）
道路・橋梁
1141億円
港湾

653億円



ラックフェン港見学会（12月21日）

各JV代表より工事進捗状況の説明 ドローン撮影によるCTの状況

お世話になった
五洋建設
東亜建設工業
東洋建設
りんかい日産建設
三井住友建設
の皆様、ありがとう
ございました

JV工事関係者の皆様と見学会参加団員27名

沖合10km超での航路浚渫工事

往復1時間20分の海上現場見学終了



ダナン港見学会（12月22日）

ダナン港会社から参加団員14名へ現況等説明

アポ取りから
現地案内まで
全面的ご支援
をいただいた
JPCの皆様、

ありがとうござ
いました

ティエンサ港区コンテナターミナル
ティエンサ港区全景（第1期完成時） 18世紀前半のダナン港開港まで

栄えた港町ホイアンの日本橋にて

ダナン港全景

ティエンサ港区

リエンチュウ港区
（次期開発候補地）
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ご静聴ありがとうございました


